
会  議  録 

会議の名称  令和 6年度第 1回飯塚市公民館運営審議会 

開催日時  令和 6年 7月 29日（月） 午後 2時 00分～午後 2時 45分まで 

開催場所  中央公民館 3階 セミナー室 

出席委員 

 下田 稔、嶋田 千鶴、渡邊 秀人、白𡈽 正敏、城戸 千秋、 

福澤 達男、小池 千津子、𠮷田 直樹、深町 啓子、堀江 鈴子、 

伊佐 便 

                         以上 11名 

欠席委員  荒木 尚人、甲斐 亜希子 

事務局職員 

 生涯学習課長 中村 達也 生涯学習課長補佐 石川 律子 

生涯学習課 中央公民館・図書館係長 吉原 康展 

生涯学習課 中央公民館・図書館係 山本 麻貴 

 

会議内容 

 

審議に入る前の経過 

   定刻に至り、事務局より開会を告げた後、審議に入る前に以下の進

行を行った。 

（１）委員紹介・委嘱状交付 

（時間短縮のため、机上に用意した。お１人ずつ委員の紹介を行っ

た。）  

（２）教育委員会挨拶 

生涯学習課長（中村）からのあいさつ 

 （３）本審議会の運営について 

    「飯塚市公民館運営審議会」の設置及び開催根拠を社会教育法（抜

粋）及び飯塚市公民館条例（抜粋）にて説明 

    また、飯塚市の生涯学習における中央公民館の位置づけについ

て、「飯塚市の生涯学習体系及び同ライフステージ別事業につい

て（令和 6年 3月作成）」を参考に配布した。 

 

【議 題】 

（1）委員長・副委員長の互選 

立候補者なし⇒事務局提案（異議なし） 

委員長に下田委員、副委員長に城戸委員を事務局が提案する。 

⇒異議なし 

   下田新委員長、城戸新副委員長あいさつ 

 

以下の議事は下田委員長が進行 

 

（2）令和 6年度生涯学習課所管事務の概要について 

  資料を基に、生涯学習関係課組織図をもとに配置職員と所管事務につ



いて説明した。生涯学習ボランティアネットワークについて、令和４年

以降はボランティア登録数・件数ともに増加していること、ブックスタ

ート事業についての配布方法を説明した。また、「飯塚市少年の船」事

業については令和５年度より再開し感染症対策のため、往復飛行機での

実施の旨を説明した。 

 

⇒委員より質問 

① （委員）今年度の少年の船はいつ行われるのか。 

（生涯学習課長補佐）今年度は８月２日（金）から３泊４日で８月５日

に戻ってくる予定となっている 

（委員）沖縄のどこにいかれるのか。 

（生涯学習課長補佐）沖縄のうるま市にて交歓会を行い、美ら海水族館

や平和祈念館など市内様々なところに行く予定となっている。 

（委員）今後は船でいくことはないのか。 

（生涯学習課長補佐）今年度も直前まで船を検討していたが、感染症を

含めまだ続いているため、参加される方々の体を心配して今年度も往復

飛行機とした。ただし、今後も毎年検討していく予定としている。 

 

 (3)令和６年度飯塚市中央公民館事業計画について 

  資料を基に、中央公民館及び 12地区交流センターにおける、サーク 

 ル、講座の実施状況について、実施種目や参加人数等の説明を行った。 

  また、中央公民館係の事業進捗状況について、コスモス大学、二十歳

を祝う会について、過去の実績や現状を踏まえ報告を行った。 

 

（ア） コスモス大学 

今年度は３年生、４年生で開講している。昨年度から体育祭や大学祭

を実施している。引き続きコスモス大学事業を継続するため、今後も各

種イベントを実施し、学生数増加に向けた広報活動など数年後を見据え

た事業展開を検討していく。 

 

（イ） 二十歳を祝う会 

今年度は 1月 12日（日）コスモスコモンにて開催 

対象者は 6月末時点で 1,226名 

  

⇒質問及び意見なし 

 

（４）令和６年度飯塚市生涯学習課事業年間スケジュールについて 

 イイヅカコミュニティセンターの施設改修及び整備事業について説

明を行った。 

工事期間は令和 6年度の冬頃からおおむね 1年間を予定。 

イイヅカコミュニティセンターは令和 7 年 5 月頃から令和 8 年 3 月ご

ろまで、約 10か月間の休館期間を予定している旨を説明。 



 また、飯塚図書館は令和 7 年 5 月頃から令和 7 年 3 月末までの約 11

か月間、図書館の準備や蔵書点検等の為、少し長い休館予定の説明を行

った。 

 

⇒質問及び意見なし 

 

（５） その他 

⇒委員より質問 

①（委員）参考までに二十歳を祝う会の今年度該当者は 1,226人と伺っ

た。前年度、前々年度はどれくらいであったかわかるのか。 

 （中央公民館・図書館係長）詳しい資料を持ち合わせていないため、数

字は分かりかねる。次回のときに合わせて説明する。 

  ⇒委員より質問 

 ②（委員）休館期間中は、中央公民館で行われている事業はどのように

されるのか。 

  （生涯学習課長補佐）サークル等については近隣の代替施設等を利用

していただく予定。詳細は決定していない為、決まり次第サークル生や

活動されている方々にお知らせする。 

  また、各種団体についても 1年間お休みされないところは別の近隣の

交流センター等を使って活動していただくことを検討している。 

 ⇒委員より質問 

 ③（委員）図書館について、学校は図書館から本の団体貸出をしてもら

っているが、休館期間はどのような動きになるのか。 

  （生涯学習課長補佐）現在各小学校に学期ごとに本をまとめて貸し出

しを行っている。休館中の運用の仕方は、現在指定管理者の図書館流通

センターと協議している。 

 団体貸出についてはお休みするという考えはないが、例年通りの運用は

難しいかと考えている。 

 

以上をもって全ての審議が終了したので、午後 2時 45分に閉会を告げて

解散した。 



会議資料 

令和 6年度第 1回 飯塚市公民館運営審議会資料 

① 会議次第 

② 飯塚市公民館運営審議会委員名簿・社会教育法（抜粋）・飯塚市公民

館条例（抜粋）飯塚市の生涯学習体系及び同ライフステージ別事業

について（令和 6年 3月作成） 

③ 中央公民館事業計画 

④ 令和 6年度 中央公民館事業スケジュール 

⑤ 生涯学習課組織図及び所管事務 

公開・非公開の別 
 １ 公開    ２ 一部公開    ３非公開 

 （傍聴者 ０人） 

その他 

（非公開理由等） 

 

  


